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日野郡のそば
特  集
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そ
ば

日
野
郡
の

　　
秋
の
日
野
路
を
走
る
と
田
ん
ぼ
一
面
に

広
が
る
白
い
花
。
秋
の
訪
れ
を
告
げ
る
そ

の
花
は
、
可
憐
な
そ
ば
の
花
。

　
日
野
郡
は
そ
ば
の
作
付
面
積
が
鳥
取
県

一
。
し
か
し
、
日
野
郡
の
そ
ば
作
り
の
取

り
組
み
は
意
外
に
歴
史
が
浅
い
の
で
す
。

　
平
成
12
年
10
月
6
日
、
日
野
郡
を
中
心

と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７.３
の
鳥
取
県
西

部
地
震
が
発
生
。
住
宅
、
道
路
の
多
く
が

損
壊
し
、
用
水
路
や
あ
ぜ
が
壊
れ
、
稲
作

が
で
き
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
幸
い
、
米
の
収
穫
は
終
了
し
て
い
ま
し

た
が
、
復
旧
の
め
ど
は
立
ち
ま
せ
ん
で
し

た
。
休
耕
田
に
な
る
と
、
田
ん
ぼ
が
荒
れ

て
し
ま
い
、
後
々
の
米
作
り
に
影
響
が
出

て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
代
わ
り
に
な
る
も
の
で
取
り
入

れ
た
の
が
そ
ば
。
8
月
に
種
を
ま
い
て
約

3
か
月
間
で
収
穫
で
き
、
栽
培
が
比
較
的

容
易
。
田
ん
ぼ
を
休
耕
さ
せ
な
い
救
世
主

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ば
の
栽
培
に
よ
り
、
日
野
郡
に
も
そ

ば
を
取
り
扱
う
お
店
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
信
州
地
方
で
有
名
な
実
の
皮
を
除
い
た

白
い
そ
ば
、
皮
を
入
れ
込
ん
だ
黒
っ
ぽ
い

田
舎
そ
ば
、
十
割
そ
ば
、
二
八
そ
ば
と
種

類
が
豊
富
で
す
。
日
野
郡
の
そ
ば
は
、
店

主
の
こ
だ
わ
り
で
決
ま
り
ま
す
。

　
近
年
、
健
康
食
ブ
ー
ム
で
注
目
さ
れ
て

い
る
そ
ば
。
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
、

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
あ
る
ル
チ
ン

を
多
く
含
み
ま
す
。
ル
チ
ン
に
は
、
毛
細

血
管
の
強
化
、
血
圧
降
下
作
用
、
肝
機
能

活
性
化
、
記
憶
細
胞
の
保
護
な
ど
様
々
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
9
月
に
田
ん
ぼ
一
面
咲
く
白
い
花
、
11

月
の
美
味
し
い
新
そ
ば
と
、
日
野
郡
の
そ

ば
を
目
と
舌
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
震
災
後
、
日
野
郡
の
そ
ば
Ｐ
Ｒ
の
た
め

始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
。

　
収
穫
を
終
え
た
日
野
郡
産
の
そ
ば
粉
を

使
う
の
で
、
ど
こ
よ
り
も
早
く
新
そ
ば
が

楽
し
め
ま
す
。

●
開
催
日
：
平
成
25
年
11
月
10
日
（
日
）

●
場

　所
：
日
野
高
校
黒
坂
施
設
校
庭

　
　
　
　 

（
日
野
郡
日
野
町
黒
坂
）

●
内

　容
：
そ
ば
店
出
店

　
　
　 

　
　
そ
ば
打
ち
体
験

　
　
　 

　
　
そ
ば
早
食
い
競
争

　
　
　 

　
　
そ
ば
大
食
い
競
争

　
　
　 

　
　
野
菜
市
　
他
盛
り
だ
く
さ
ん

●
お
問
い
合
わ
せ
先
：

　
　
日
野
郡
新
そ
ば
ま
つ
り
実
行
委
員
会

    

　
　
　
　
（
ハ
イ
マ
ー
ト
タ
ッ
チ
内
）

　
　
電
話
０
８
５
９
‐
７
２
‐
０
０
１
１

こねたのち、打ち粉を振っていよ
いよのばし作業！ 丸いそば玉を四角に形を変えながら伸ばします。 

打ち粉をたっぷりとふり、 
切るサイズにたたみます。 

最終工程、切り作業。 
大きい包丁で、こま板をずらしな
がら切る姿は職人！？  

「そば打ちは飽きない」と、そば愛を打ち
出すゴルフ好きのご主人です。 

小麦粉2、そば粉８の 
二八そば。 

長方形のそば生地が完成。 

日
野
郡
産
そ
ば
粉
と
お
い
し
い
水
を
使

て
打
つ
そ
ば

 

最
初
か
ら
最
後
ま
で
気
を
抜
け
な
い
奥
深
さ
も
魅
力
の
一
つ

 

自
分
で
打

た
そ
ば
は
格
別
で
す
！ 

 つややか！美味しいそばの出来上がり！ 

こねると白色が茶色のそば色に変化。 
粉が固まっていく感触に注目！ 

健
康
食
の
そ
ば

日
野
郡
の
そ
ば
の
特
徴

地
震
か
ら
の
復
興

秋
に
揺
れ
る
白
い
花

日
野
振
興
局 

地
域
振
興
課 

中
山
間
地
域
振
興
担
当
　
電
話
０
８
５
９
ー
７
２
ー
２
０
８
０

問

　
今
回
の
日
野
郡
新
そ
ば
ま
つ
り
は
、

プ
ロ
、
ア
マ
問
わ
ず
出
店
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
地
区
で
活
動
し
て
い
る
そ
ば
同
好
会
、

友
人
で
集
ま
っ
て
打
っ
て
い
る
方
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
方
に
そ
ば
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
チ
ャ
ン
ス
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
日
野
郡
新
そ
ば
ま
つ
り
実

行
委
員
会
ま
で
。

そ
ば
出
店
募
集
中

日
野
郡
新
そ
ば
ま
つ
り

そ
ば
打
ち
体
験
は
こ
ち
ら

健
康
食
の
そ
ば

日
野
郡
の
そ
ば
の
特
徴

地
震
か
ら
の
復
興

秋
に
揺
れ
る
白
い
花

このページは日南町、日野町、江府町、日野振興センターが連携、共同して情報発信しています。（鳥取県日野地区連携・共同協議会実施事業）
今回は日野郡のそばの紹介です。

今
や
日
野
郡
の
秋
の
風
物
詩
と
も
な
っ
た
「
そ
ば
」。

中
国
山
地
の
清
流
が
は
ぐ
く
ん
だ
地
元
の
そ
ば
粉
を
使
っ
た
日
野

郡
の
そ
ば
処
は
玄
人
を
う
な
ら
せ
、
静
か
な
人
気
で
す
。

日
野
郡
の
そ
ば
打
ち
第
一
人
者
、
そ
ば
道
場
「
た
た
ら
や
」
主
人
、

安
達
氏
は
言
い
ま
す
。

「
復
興
の
象
徴
で
あ
る
日
野
郡
産
そ
ば
を
目
当
て
に
た
く
さ
ん
の

方
が
来
る
、
そ
ば
の
町
に
す
る
の
が
夢
。」

そ
ん
な
夢
の
詰
ま
っ
た
日
野
郡
の
「
そ
ば
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

所
要
時
間
：
約
2
時
間

定
休
日
：
毎
週
水
曜
日

体
験
料
：
２
０
０
０
円

申
し
込
み
：
3
〜
6
人
で
要
予
約

住
所
：
日
野
郡
日
野
町
根
雨
６
７
１‐

１ 

電
話
：
０
８
５
９‐

７
２‐

２
２
６
１

所
要
時
間
：
約
2
時
間

定
休
日
：
毎
週
日
曜
日

体
験
料
：
２
０
０
０
円

申
し
込
み
：
2
〜
6
人
で
要
予
約

住
所
：
日
野
郡
日
南
町
下
石
見
９
１
１ 

電
話
：
０
８
５
９‐

８
３‐

０
２
３
８

そ
ば
道
場
た
た
ら
や

そ
ば
処 

か
め
や

そ
ば
道
場
た
た
ら
や

そ
ば
処 

か
め
や



　
平
成
25
年
7
月
5
日
（
金
）
に
日
野
町

役
場
で
新
規
就
農
す
る
広
瀬
俊
介
氏
と
シ

イ
タ
ケ
生
産
者
の
久
代
宏
一
氏
及
び
そ
の

家
族
と
の
間
で
農
業
経
営
継
承
に
向
け
た

合
意
書
の
調
印
式
が
、
日
野
町
景
山
町
長
、

鳥
取
県
農
業
農
村
担
い
手
育
成
機
構
上
場

理
事
長
及
び
日
野
振
興
セ
ン
タ
ー
山
根
所

長
（
現
西
部
総
合
事
務
所
長
）
の
立
会
い

の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
合
意
の
内
容
は
、
就
農
当
初
か
ら
5
年

間
は
久
代
氏
の
経
営
基
盤
（
作
業
機
械
、

施
設
、
土
地
な
ど
）
を
共
同
利
用
し
5
年

先
に
そ
の
継
承
方
法
を
営
農
状
況
を
み
な

が
ら
決
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
広
瀬
氏
は
久
代
氏
の
指
導
の
も
と

生
産
技
術
の
実
践
経
験
を
重
ね
る
と
と
も

に
就
農
時
の
初
期
投
資
を
大
き
く
軽
減
で

き
、
一
方
久
代
氏
は
50
年
間
培
っ
た
自
ら

の
生
産
技
術
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き

継
ぐ
後
継
者
を
確
保
し
育
成
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
例
は
、
農
業
経
営
継
承
を
第
三

者
を
交
え
「
合
意
書
」
を
交
わ
し
た
県
内

初
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
継
承
方
法
は
、
後
継
者
不

足
に
悩
む
中
山
間
地
域
に
お
け
る
新
た
な

就
農
の
形
と
し
て
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
日
野
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
林
業
従
事

者
に
対
し
、
作
業
の
効
率
化
に
よ
り
日
野

川
流
域
の
素
材
生
産
量
を
増
加
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
様
々
な
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
25
年
7
月
17
日
（
水
）
に
は
、
日

南
町
新
屋
地
内
の
日
南
町
環
境
林
に
お
い

て
、
林
業
従
事
者
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
、

コ
ン
パ
ス
を
用
い
て
方
位
を
定
め
な
が
ら

行
う
測
量
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
コ
ン
パ
ス
測
量
の
経
験

が
な
い
新
規
参
入
者
の
方
と
、
普
段
は
Ｇ

Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
等
を
使
用
し
て
面
積
測
量
を

行
っ
て
い
る
方
を
研
修
生
と
し
て
実
施
し
、

ポ
ケ
ッ
ト
コ
ン
パ
ス
の
基
本
的
な
使
用
方

法
や
面
積
の
求
積
方
法
を
習
得
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
生
の
方
か
ら
は
、
普
段
は
行
わ
な

い
面
積
計
算
等
を
行
う
こ
と
で
、
測
量
か

ら
面
積
の
算
定
ま
で
の
仕
組
み
が
分
か
っ

た
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
主
に
林
業
の
新
規
参
入
者
の
方

を
対
象
と
し
て
、
き
の
こ
栽
培
研
修
、
間

伐
研
修
、
高
性
能
林
業
機
械
研
修
、
安
全

作
業
研
修
等
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
左
記
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
野
振
興
局 

農
林
業
振
興
課 

普
及
担
当

電
話
０
８
５
９
ー
７
２
ー
２
０
１
８

問

日
野
振
興
局 

農
業
振
興
室

電
話
０
８
５
９
ー
７
２
ー
２
０
０
６

問

県
内
初
！
新
た
な
就
農
の
形
と
し
て
期
待

林
業
従
事
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

〜
第
三
者
へ
の
農
業
経
営
継
承
合
意
〜

〜
日
野
川
流
域
森
づ
く
り
研
修
〜

　
日
野
郡
江
府
町
と
岡
山
県
新
庄
村
と
の

県
境
に
位
置
す
る
毛
無
山
。「
け
な
し
や

ま
」「
け
な
し
が
せ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
以
前
は
岡
山
県
側
か
ら
登
る
コ
ー
ス
が

一
般
的
だ
っ
た
が
、
平
成
9
年
に
江
府
町

地
元
グ
ル
ー
プ
「
白
馬
の
会
」
に
よ
っ
て

登
山
道
が
新
た
に
開
設
さ
れ
、
鳥
取
県
側

か
ら
も
登
山
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
降
、
同
会
で
は
登
山
道
の
維
持
管
理
作

業
や
希
少
植
物
で
あ
る
カ
タ
ク
リ
の
保
護

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
、
カ
タ
ク
リ

が
咲
き
始
め
る
4
月
29
日
に
は
登
山
道
開

き
祭
を
開
催
し
て
い
る
。

　
標
高
は
１
２
１
８
ｍ
と
初
心
者
で
も
比

較
的
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
、
登
山
入
門

者
に
オ
ス
ス
メ
だ
。
八
合
目
付
近
に
は
カ

タ
ク
リ
の
群
生
地
が
あ
り
、
春
に
な
る
と

可
憐
な
花
が
疲
れ
た
登
山
者
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
。
登
山
の
際
は
カ
タ
ク
リ
を
踏

み
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
い
。

　
他
に
も
「
力
岩
」「
蔵
之
助
岩
」
と
呼

ば
れ
る
巨
岩
や
、
登
山
道
を
覆
う
ブ
ナ
林

な
ど
見
所
は
多
い
が
、
中
で
も
特
に
オ
ス

ス
メ
し
た
い
の
が
山
頂
か
ら
望
む
３
６
０

度
に
広
が
る
パ
ノ
ラ
マ
だ
。
山
頂
は
山
名

の
と
お
り
木
（
毛
）
が
無
く
景
観
を
遮
る

も
の
は
無
い
。
大
山
や
蒜
山
を
は
じ
め
、

中
国
山
地
の
山
々
や
弓
ヶ
浜
半
島
が
日
本

海
に
伸
び
る
様
子
な
ど
、
広
範
囲
が
望
め

る
景
観
は
他
で
は
見
ら
れ
ず
、
一
見
の
価

値
あ
り
だ
。

　
付
近
に
は「
幻
の
七
段
滝
」「
白
馬
の
滝
」

も
あ
り
、
登
山
と
は
別
の
面
で
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

日
野
振
興
局 

地
域
振
興
課 

企
画
調
整
担
当

電
話
０
８
５
９
ー
７
２
ー
２
０
８
３

問

 ①  ブナ林 

 ②  力岩 

 ③  蔵之助岩  

 ④  幻の七段滝  

 ⑤  白馬の滝  

難  易 度  ★★☆☆☆ 
 
標  高  1,218m  
所要時間  登り 2時間00分 
      下り 1時間15分 
歩行距離  片道2.3km  

アクセス  国道181号線→武庫駅を曲がる→ 
      県道113号線を俣野方面へ約5km直進 
      →毛無山登山道案内看板を右折→ 
      約5km直進→左折→約1km直進→ 
      登山道到着（中国電力サージタンク横） 

えび 

むこ 

ねう 

至 岡山 

至 米子 

幻の七段滝 登山道 
白馬の滝 

宝仏山 毛 無 山 
白馬山 

ミターラオート
キャンプ場 

 181 

113 

482 

米子自動車道 

注
意

　登
山
は
、
体
調
を
整
え
事
前
準
備
を
し
っ
か

　
　
　り
し
た
上
で
登
り
ま
し
ょ
う
。

富士山世界遺産登録記念！
日野郡の山特集　vol.1 毛無山  編

春に可憐な花を咲かせるカタクリが楽しめる
山として有名な毛無山。他にも頂上から望む
360度に広がる眺望など、見どころは多い。



問

 鳥取県では、県が管理している道路、河川、
海岸等の環境美化や維持管理に住民の方々に
積極的に参画していただき、地域の実情に応
じた環境保全を図るとともに、地域の活性化
や公共空間の利活用促進に寄与することを目
的として、ボランティア活動団体を募集し、
支援を行っています。 

河川や道路の環境保全活動団体を 
募集、支援します。  
   ～鳥取県版河川・道路ボランティア促進事業のお知らせ～ 

目的 

活動 
規模 

交付 
金等 

参画型ボランティア 
促進事業 

協働型ボランティア 
促進事業 

スーパーボランティア 
支援事業 

自主的な環境美化（清掃・除草）
を行う団体に対し、活動の実施
に必要な援助を行います。  

県とのパートナーシップに基づ
いて協定を結び、一定区間の維
持管理（除草・植栽管理・除雪
等）を行う団体の活動を支援し
ます。 

公園、河川敷等を活用した地域
づくりや賑わい創出の活動と併
せて適切な維持管理を継続して
行う団体の活動を、県と市町村
が連携して支援します。 

任意の規模 
道路  0.5km以上 
河川  0.2ha以上 
植栽枡 50㎡以上 

活用する公共空間の範囲 

【奨励金】 
参加者  100円／人・時間 
草刈機等 100円／台・時間 

 
（上限10万円／年） 

【交付金】 
河川･道路･公園等   40円／㎡ 
植栽枡      500円／㎡ 
歩道除雪       10円／ｍ 
高木の防除    500円／本 
（上限40万円／年。ただし、歩
道除雪は10万円／年） 

【交付金】 
河川･道路･公園等   40円／㎡ 
植栽枡      500円／㎡ 
（上限60万円／年） 
【簡易施設設置交付金】 
施設設置の原材料費等の額 
（1団体につき50万円まで） 

 活動の内容 

○道路の清掃、除草又は植栽管理          
○河川の清掃、除草又は植栽管理 

○公園の整地、清掃、除草又は植栽管理       
○海岸の清掃又は除草 

○港湾施設又は漁港施設の清掃、除草又は植栽管理  
○高木の防除  ○歩道の除雪 

 ※事前にボランティア団体として登録が必要です。支援制度の詳細は、ホームページをご覧ください。  
  （http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=117321） 

日野県土整備局 維持管理課 管理担当　電話０８５９ー７２ー２０４６

上石見自治会（日南町）の取り組み 
（参画型ボランティア促進事業） 

 
 
佐川ゴルフ同好会（江府町）の取り組み
（協働型ボランティア促進事業） 

　
日
野
県
土
整
備
局
で
は
、
主
要
地
方
道

日
野
溝
口
線
の
バ
イ
パ
ス
工
事
と
し
て
、

日
野
町
と
伯
耆
町
を
結
ぶ
「
矢
倉
ト
ン
ネ

ル
」
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
鳥
取
県
と
工
事
受
注
者
の

共
催
に
よ
り
、
近
隣
の
地
元
住
民
の
皆
様

を
対
象
と
し
た
工
事
現
場
見
学
会
を
平
成

25
年
6
月
23
日
（
日
）
に
開
催
し
、
46
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
見
学
会
で
は
、
日
野
町
側
の
坑

門
入
口
か
ら
掘
削
最
先
端
部
ま
で
に
あ
る

支
保
工（
ト
ン
ネ
ル
内
部
を
支
え
る
鉄
枠
）

や
工
事
用
車
両
の
説
明
、
工
事
で
発
生
す

る
濁
水
が
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

の
処
理
実
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

見
学
会
の
記
念
に
、
工
事
で
使
用
す
る
資

材
に
お
絵
か
き
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
見
学
会
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
使
う

装
置
や
機
械
の
値
段
を
聞
き
驚
き
の
声
を

上
げ
ら
れ
た
り
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
写
真

撮
影
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
し
、

見
学
会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
2
月
6
日
（
水
）
に
安
全
祈

願
祭
を
執
り
行
っ
て
か
ら
約
５
ヶ
月
。
矢

倉
ト
ン
ネ
ル
は
同
年
7
月
9
日
（
火
）
に

無
事
貫
通
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　
掘
削
中
、
地
山
が
想
定
よ
り
脆
い
土
質

で
あ
っ
た
た
め
掘
削
工
法
を
一
部
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
工
事
は
比
較

的
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
今
後
は
引
き
続

き
、
ト
ン
ネ
ル
を
覆
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

坑
門
な
ど
の
施
工
を
進
め
、
平
成
26
年
度

末
に
は
全
線
開
通
の
予
定
で
す
。

⑧ 舗装

⑨ 設備工事

⑩ 完成！

⑥ 防水シート張り

⑤ ロックボルト

⑦ コンクリート覆工

④ コンクリート吹付　支保工設置

③ ずり出し

② 掘る　削る

① 準備

日
野
県
土
整
備
局
道
路
整
備
課 

地
方
道
路
担
当
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問

平
成
27
年
3
月
全
線
開
通

ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
を
見
学

順調に進んでいます！
日野溝口線矢倉峠バイパス工事トンネルの作り方
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皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
7
月
11
日
か
ら
日

野
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
と
な
り
ま
し
た
澤

田
で
す
。
昨
年
度
は
農
林
局
長
と
し
て
、

本
年
４
月
か
ら
は
新
た

な
組
織
と
な
っ
た
日
野

振
興
局
長
と
し
て
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

関
係
者
の
方
々
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
昨
年
４
月
か
ら
日
野

の
地
で
単
身
生
活
を

送
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
地
は
山
あ
り
谷
あ

り
川
あ
り
、
素
晴
ら
し

い
自
然
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
、
季
節
の

香
り
、
変
化
を
満
喫
で
き
、
そ
し
て
、
人

情
豊
か
な
土
地
柄
だ
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
日
野
郡
は
、
中
山
間
地
特
有
の

人
口
減
少
が
続
く
高
齢
化
社
会
で
あ
り
、

経
済
活
動
も
弱
い
と
い
う
そ
ん
な
地
域
で

す
。
し
か
し
、
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
景
観

や
豊
か
な
森
林
、
農
産
物
、
そ
し
て
文
化

に
囲
ま
れ
た
歴
史
あ
る
土
地
柄
で
す
。
ま

た
、
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
人
々
の
生

活
の
中
で
資
源
と
知
恵
を
生
か
し
た
地
域

活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
心
強
く
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
財
産
を
も
っ

と
磨
き
上
げ
、
豊
か
で
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
創
り
、
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
日
野
振
興
セ
ン
タ
ー
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
も
っ
と
地
域
を
よ
く
知
り
、
日
野
郡

3
町
と
連
携
・
協
働
し
、
生
活
基
盤
の
確

保
や
地
域
特
有
の
自
然
、
歴
史
等
の
文
化

資
源
や
産
業
等
を
皆
様
と
と
も
に
育
て
、

安
全
、
安
心
で
元
気
な
活
力
あ
る
地
域
に

な
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
観
賞
用
と
し
て
古
く
か
ら

知
ら
れ
る
『
ほ
お
ず
き
』。
浅
草
で
毎
年

7
月
に
開
催
さ
れ
る
ほ
お
ず
き
市
が
有
名

で
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
食
用
と
し
て
古
く

か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
、

平
成
に
入
っ
て
か
ら
食
用
と
し
て
の
栽
培

が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
食
用
ほ
お
ず
き
を
、
な
ん
と
日
南

町
笠
木
の
有
限
会
社
だ
ん
だ
ん
が
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
数
品
種
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
は
『
ス
イ
ー
ト
キ
ャ
ン
デ
ィ
』

と
い
う
品
種
の
収
穫
が
最
盛
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　
栽
培
方
法
は
、
最
初
に
つ
く
花
の
下
か

ら
出
る
枝
を
伸
ば
し
た
４
本
仕
立
で
す
。

そ
の
後
、
芽
か
き
を
し
な
が
ら
枝
を
上
へ

伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

　
食
べ
や
す
く
、
か
わ
い
ら
し
い
形
か
ら

女
性
に
人
気
で
、
県
西
部
の
お
し
ゃ
れ
な

レ
ス
ト
ラ
ン
や
結
婚
式
場
に
出
荷
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。「
今
は
栽
培
面
積
は

小
さ
い
で
す
が
、
販
路
が
増
え
て
い
け
ば
、

地
域
で
生
産
者
を
増
や
し
て
行
き
た
い
。」

と
有
限
会
社
だ
ん
だ
ん
の
近
藤
取
締
役（
指

導
農
業
士
）
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ナ
ス
科
で
、
食
べ
て
み
る
と
果
物
の
よ

う
な
味
が
し
ま
す
。
小
さ
い
実
で
は
あ
り

ま
す
が
味
は
し
っ
か
り
濃
く
、
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
味
と
香
り
が
特
徴
で
す
。

　
栄
養
的
に
は
、
活
性
酸
素
を
抑
え
動
脈

硬
化
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
生
活
習
慣
病
か

ら
守
っ
た
り
、
が
ん
予
防
に
も
貢
献
す
る

と
言
わ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が
た
く
さ
ん
含

ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

豊かで安全安心な活力ある地域へ

所長新任所感

日野振興センター所長

澤田　雅広
さわ　だ　　　　まさ ひろ

日
野
郡
の
お
い
し
い

　

  

を
伝
え
ま
す
！

９月の旬　食用ほおずき（日南町）　◆ナス科ホオズキ属

日
野
振
興
局 

日
野
農
業
改
良
普
及
所

電
話
０
８
５
９
ー
７
２
ー
２
０
２
６

問


